
～　未来会計図表の見方　～

未来会計図表はストラック図表とも呼ばれ、会社の損益構造を図で表してくれます。つまり売上高から変動費を差し
引いた粗利益が固定費と利益に、この粗利益の中で固定費をまかなうことが出来なければ、会社は赤字になりま
す。

各用語の説明

当　月 （単位：千円）

変動費　（VQ）
ｖ　（変動比率） VQ･･･Variable Quantity

売上高 （PQ）

Ｆ1 人件費

粗利益率を上げることでは Ｆ2 一般管理費

なく、粗利益額を増やすこと Ｆ3 金利

ｍ　(粗利益率） 固定費　（F） Ｆ4 研究開発費など

F･･･Fixed Cost

お客様の数を増やす
↑P・・・Price： F÷MQ 0.0%

使ってもらったお金

↑Q・・・Quantity：商品数 粗利益　（MQ）

経常利益 （G）
ｇ　（経常利益率） G･･･Gain

労働分配率 ＝

【固定費】
売上が増減しても変動しない費
用です。例えば、役員報酬、従業
員給与、地代家賃、支払利息、
減価償却費などがこれに含まれ
ます。
これらをF1（人件費）、F2（一般管
理経費）、F3（金利）、F4（研究開
発、教育訓練、広告宣伝費）に分
けています。

【変動費】
売上の増減に伴って変動する費用例）材料
費、商品仕入高、外注費などがあげられま
す。【変動比率】

変動費率とは、売上に対す
る変動費の割合です。
変動比率＝変動費÷売上高

【売上高】
単価（P）×販売量（Q）
貴社の売上高です。

【粗利益】
売上から、変動費（原材料な
ど）を差し引いたものです。(一
般に限界利益と呼ばれていま
す。）つまりこれが貴社の付加
価値になります。

【労働分配率】
労働分配率とは粗利益の中に占
める人件費の割合です。この数値
が高ければ高いほど、人による仕
事が多いことになります。

【経常利益率】
売上高の中に占める経常利益の
割合です。

【経常利益】
粗利益から固定費を差し
引いたものです。

【FM比率】
この数値が最も重要な指標
のひとつです。FM比率が１０
０％を超えれば赤字です。


